
新型コロナウイルス感染症による影響に対する 
下呂市第７次総合対策 

全国でオミクロン株による感染が拡がり、現在、第６波の渦中にあります。年明け以降、
感染は拡がり続け、県内の新規感染者数は数日のうちにレベル１からレベル４へと移行す
るなど、第６波はこれまでにないスピードで急拡大しました。 
その後、２月下旬以降からは僅かずつではありますが、徐々に県内の新規感染者数は減
少に傾き、現在、県からはピークアウトの兆しも出てきたとの見方が示されています。 
しかしこれまでを振り返ると、１月２１日に当市を含む県内全域に出された「まん延防
止等重点措置」は２度の延長を経て、今月２１日まで２か月に渡って適用され続けました。
その間、市内の飲食店等には営業時間の短縮や、酒類提供停止あるいは一部制限などに協
力いただいてきたほか、感染力の強いオミクロン株への警戒から、不要不急の移動の回避
など、全国的な人流の抑制により、観光業界をはじめとした市内事業者の皆様の経済活動
にも大きな影を落としています。また、各種イベントの中止・延期、あるいは市有施設等
の運営時間の短縮、子どもたちの感染にともなう小中学校の学級閉鎖・部活動の縮小など、
市民の皆様の活動にも多大なる影響が出ています。 
市では、こうした実情を踏まえ、長期に渡る感染の波により深刻な打撃を受けている地
域経済の回復を図り、停滞する市民生活・社会経済活動を支援するため、待ったなしのな
か、すでに実施している取組みを含め、本市の第７次総合対策として下記のとおりとりま
とめました。 

１ 実施方針 

【３つの方針】 
   方針Ⅰ  新たな感染者の発生防止 
   方針Ⅱ  市民生活・社会経済活動の回復支援 
   方針Ⅲ  コロナとともにある「新しい日常」に向けて 

2 実施する対策 

第６波が終息せず、依然として警戒が必要な状況にあります。市中感染への対応策とし
て、以下の取組みを実施します。 

＜令和３年度予備費で対応＞
◇自宅療養者への買い物支援（健康福祉部）                50千円 
 市社協と連携し、自宅療養者・自宅待機者に対して、買い物代行サービスを実施。 

方針Ⅰ 新たな感染者の発生防止



◇自宅療養者支援チーム実施業務委託事業（健康福祉部）        50千円 
 県からの要請に基づく市の自宅療養者支援を補完するものとして市社協と連携。 

＜令和４年度補正予算案（第１号）に計上＞ 
◇自宅療養者への買い物支援（健康福祉部）              79千円
 令和４年度も、市社協と連携し、自宅療養者・自宅待機者に対して、買い物代行サー 
ビスを実施。 

＜今後の令和４年度補正予算案で対応予定＞ 
◇県新型コロナウイルス感染拡大防止協力負担金（観光商工部）         －
 令和４年１月２１日から開始されたまん延防止等重点措置に伴い、市内飲食店等が営 
業時間の短縮、酒類の提供停止・一部制限等の要請に応じた場合の県からの協力金に対 
して、市も一部負担金を支払う。 

＜その他の令和３年度既定予算で対応＞
◇診療環境の感染防止対策の強化（市立金山病院）                          －
  市立金山病院の診察室に空気清浄機を設置し、安全・安心な診療環境の整備を図る。

 第６波で大きな影響を受けている市民の皆様の生活、事業者の方々の事業継続に対す
る支援に重点を置いた支援を行います。 

＜令和３年度予備費で対応＞
◇臨時休園支援給付金（健康福祉部）                3,500千円 
 こども園の休園により、仕事や家事等に多大な影響を受けた保護者を支援するため、 
臨時休園（一部休園を含む）の対象となった園児１人につき5,000円を支給。 

＜令和３年度12月補正（第12号） 及び １月専決補正予算（第15号）で対応＞ 
◇子育て世帯臨時特別給付金の給付（総務部）           432,216千円 

（内訳 12号 217,120千円、15号 215,096千円） 
新型コロナの影響が様々な人に及ぶなか、子どもたちを力強く支援し、その未来を拓   
く観点から、高校３年生までの児童を養育している方に児童１人当たり10万円の臨時 
特別給付金を支給。 

方針Ⅱ 市民生活・社会経済活動の回復支援



＜令和３年度１月専決補正予算（第15号）で対応＞ 
 ◇住民税非課税世帯等臨時特別給付金の給付（市長公室）     333,800千円 
  新型コロナの影響が長期化するなか、様々な困難に直面した方々への生活・暮らしの 
支援として、住民税非課税世帯等に対して、１世帯あたり１０万円の臨時特別給付金を 
支給。 

＜令和３年度３月補正（第17号）で対応＞
◇文化財(芝居小屋)の保存に係る補助事業（教育委員会）        600千円 
新型コロナの影響で減収となり、施設の維持保存が困難となっている文化財への補助。 

◇第３弾 新型コロナ対応指定管理者支援交付金（総務部）       7,695千円 
県・市からの要請を受け、営業時間短縮等で感染症拡大防止に協力した指定管理者に 
交付金を支給。 

◇中小企業等への融資補給支援の増額（観光商工部） 15,371千円 
  県や市内金融機関が原油高やコロナ禍により影響を受けている中小企業等へ融資する 
 際に、企業等にとって必要となる保証料や利子を確実に支援するため、補給原資を増額。 

＜令和４年度補正予算案（第１号）に計上＞  
◇事業者月次支援金第２弾（観光商工部）              75,150千円 
  まん延防止等重点措置が適用された期間による影響を緩和して、事業の継続を支援す 
るため、事業全般に広く使える支援金を支給。 

◇宿泊促進クーポン事業（観光商工部）              51,500千円 
 コロナ禍で必要とするタイミングで迅速に実施でき、様々なターゲットを幅広く取り
込むことでコロナ回復期の地域間競争に勝ち、他の観光地との差別化を図るためにも、
下呂市独自のクーポン事業を実施して誘客を図る。 

◇下呂で遊ぼうクーポン事業（ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ推進事業）（観光商工部）   25,000千円 
 市内各地のエコツアー等、体験商品に割引クーポンを付与することで、他の温泉地と
の差別化を図り、観光客の獲得、観光客の滞在時間の延長、観光消費を促進する。 

◇地域公共交通事業者への支援（生活部）               7,975千円 
 不要不急の移動回避の影響により経営状況が悪化している交通事業者の事業継続と 
市民の移動手段としての不可欠な地域公共交通の維持を図ることを目的に、車検費用を 
支援。 



市民の皆様が安心して活動していけるよう、「新しい日常」に向けた対策に取り組みま
す。 

＜令和３年度予備費で対応＞
◇小中学校のオンライン授業の環境整備（教育委員会）         924千円 
新型コロナの影響により登校できない児童生徒のオンラインでの学習機会確保のため、
Wi-Fi 環境がない家庭を対象とした貸出用のモバイルWi-Fi ルータを購入。 

＜その他の令和３年度既定予算で対応＞
◇小児の新型コロナワクチン接種の推進（健康福祉部）                       －
  小児（５ １１歳）へのワクチン接種の推進のため、接種体制を確保する。

３ 本対策の実施にかかる事業費（金額未記載の事業を除く） 953,910千円
  （内訳）令和３年度予備費                   4,524千円 
       令和３年度12月補正予算（第12号）      217,120千円 
       令和３年度１月専決補正予算（第15号）   548,896千円 
           令和３年度３月補正予算（第17号）         23,666千円 
       その他の令和３年度既定予算             －
       令和４年度補正予算案（第１号）      159,704千円 
       今後の補正予算案                  －

・市議会３月定例会最終日に、令和４年度補正予算案（第１号）の提案を予定しています。 
・今回の対策の財源の一部として、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活 
用する予定です。 

方針Ⅲ コロナとともにある「新しい日常」に向けて


